
豊能定例会議



10：00～ 《代表理事より》
・豊能町イベント 対応
・横展開WG
・予算関連・進捗
・契約関連
・アンケートの段取
・APIカタログ

《事務局より》
・議事録の確認
・9月定例会予定 現地29日

10：30～ 分科会

今後のスケジュール
・9月22日11:30～ 第1回定時社員総会
・9月22日13:00～ 第1回パーソナルリンク勉強会・電子契約書勉強会
・10月19日 豊能町イベント
・10月19-20日 各自治体、豊能町視察Week

9月22日豊能町定例会議Agenda



豊能町イベント 10月19日（水）

栃木県視察予定
その他の視察見学も受け入れ予定 （→OSPF：大阪府内自治体・企業への案内）
・住民へはコンシェルジュ・掲示板・自治会
時間：13-16時

リビングラボ： 2F ヘルスケアイベント（MTX・Y4） / 経理スクール
1F 通常子育て支援

オアシス： よろず・とよのていねい

公園： 公園整備・アンデコ/ 交通・ドコモ・（SWAT）

西地区のどこか役場：
（地域通貨・DP）/ 見守り・（NESIC） / デジタル行政（NESIC・アスコエ・ISID）

公民館： （防災・ITSCOM） / 災害時ナビ・三井住友海上

第2回：11月10日or24日



これから追加される内容

各社説明する時間割
各15分ごと、30毎、時間指定

周遊地図



横展開WG：福井県

ふくいコンシェルジュ
ふく育・ふく割をベースとして連携
その他 サービスを随時導入

ヘルスケア：歩数など
11月リリース

来年度政策検討
・地域通貨活用
歩数ポイント、スポーツ応援

11月リリースに向けて準備中
・初めから標準搭載希望のサービスがあれば、事務局までご連絡ください。



・行政単独ではなく、行政・県民・事業者が共に協力し支え合う「共助」のエコシステムを構築

・「データ流通を可能とする基盤」提供に加え、「行動変容」を促すデジタルの仕組みを整備

①「県民向けサービス連携基盤」の面的活用推進（コミュニティの構築）

• 公民データ公開による課題共有、サービス間連携による相互補完、積極的な県民参画より、
官のみならず、事業者や住民が自らサービス提供（課題解決）を狙うエコシステムを目指す

※行政は「自前主義」から、民は「公助・行政からの受託に頼る世界」から脱却

• 県は、基盤（本人確認・データ連携）を開放し、民間取組みの資本効率向上を支援

②「デジタル地域通貨」の導入（「ふく割」発展形）

• 経済対策（クーポン）に加え、行動変容を促す機能（ポイントや１円単位利用等）を提供

• 健康対策や子育て支援、コミュニティ活性化、観光客向け発行による地域経済活性化を狙う

（現状）

・DX推進による、「土台作り」と「個別改善（地域課題解決を通じた利便性・生産性向上）」で一定の成果

・デジタルならではのサービス連携／データ流通に向けて、「県民向けサービス連携基盤」を整備（Ｒ４.11～）

※「ふく育」「ふく割」連携を皮切りに、連携基盤を市町・民間へ開放

・デジタル利用が一定浸透（「ふく割」を県民の約半数が利用：約36万人）

（課題）

・DXで生産性を挙げるも、今後、行政単独での地域課題解決の継続は困難（財源・人材・解決手段の制約）

・人口減少に伴い、産業市場も縮小する懸念。従前の競争環境では事業者も採算確保が困難

現状と課題

今後の目指すべき方向性・実施方針 ※国も「デジ田構想」において、デジタル生活基盤の再構築による地方活性化を目指す

KPI

活用
サービス数

１０
（R5~9年度）

横展開WG：福井県



「共助」のエコシステム推進の「仕掛け」として、コミュニティの構築を図っていく

⚫ 目 的：連携基盤を活用した共助のエコシステムを推進

⚫ 構成員：自治体 （県・市町：地域課題の抽出、保持するデータ等の公開）

企業等 （課題とデータから、自社サービスの提供可能性を検討・実証・実装）

住 民 （課題の発信、フィードバック、シビックテックとしての参画）

⚫ 活 動：課題ごとに分科会で検討（健康・子育て・交通等） ※既存協議会（MaaS協議会等）とも連携

地域課題抽出

（取組みのイメージ）

（課題）

✓ 住民による健康長寿希望

✓ 高齢化の進展

✓ フレイル予防の要請

✓ 医療費・保険料負担の増嵩

（課題と関連するデータ）

✓ 対象高齢者数

✓ 住民アンケート 等

サービス検討・実証・提供

健康寿命延伸！
ポイントで買物！

地
域
課
題
解
決

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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機器

民間健康アプリ ふく割

クーポン発行
機能を活用

対象者データ
を取得

連携基盤
負担減分を
ポイント原資
等に回そう！

サービス拡張

さらなる連携で課題解決を推進

食事の写真データから
AIがカロリー計算・栄養指導

定期的な巡回健診を開催し、
診断情報から健康運動指導

Maasと連携し、健康診断時
に自宅前まで配車

ウェアラブルデバイスの
転倒検知機能と連動した
見守り・駆けつけ支援

緊急

横展開WG：福井県



お迎え間に合わない。

誰かお願いできませ
んか？

ありがとう！！

私がいきます。

誰か、雪かきを

お願いできません
か？

私がやります。

ありがとう！！

地域コミュニティアプリ

感謝ポイント送付

感謝ポイント受領 感謝ポイント受領

〇月△日
公園の
一斉清掃を
行います。

会費から

感謝ポイント受領

健康ポイント

ポイント交換

キャッシュレス決済
域内経済の活性化

横展開WG：福井県



横展開WG：笠間市

笠間市
11月5日、6日 福原地区イベント出展
→９９回目の運動会・文化祭： ヘルスケア（MOVETEX/Y4をベースに）

9月26日 Meeting 10月中旬にWebアプリとしてリリース
（10月中旬に初めから標準搭載希望のサービスがあれば、事務局までご連絡ください。）

参加内容別途笠間市より希望確認

参加予定企業：（アンデコ様、SWAT様、DP様）MOVETEX様
課題： 地域コミュニティ、健康、農家が多いので食で繋がるもあり。

定期的イベントにしたい。豊能町でのノウハウに期待

アプリ名： 笠間コンシェルジュ → 笠間コネクト
（サービス内容を笠間市と検討）
福原地区： 地域コミュニティの活性化

→ 農家も多いので食と健康をテーマにできないか？



横展開WG：その他

CSPFC/OZ1のリソース問題もあるので、徐々に他地域検討
大阪府内自治体

ORDENとの連携待ち。9月上旬（総務省：交付決定待ち）
・府内自治体から豊能町モデルの横展開希望も含めて対応
・ORDENチーム：現在大阪府内自治体へヒアリング
大阪DXイニシアチブ

→デジタル行政の一元管理団体が目的（民営化） デジタル申請などポータルサイトを開発

OSPF、GovTech Osakaなど色々な団体があるので、これから整理？

横浜市
デジ田に向けて 母子手帳や子育て、教育、防犯、地域BWA活用、MaaSなど
デジタル会計スクール（マッチングアプリ含め）
自治会対応・商店街対応
過疎化地域対応 他 色々・・・
10月6日以降で調整中：デジタル統括本部主体でNTT東（プライム予定）とMeeting

1社で完了できないのでイツコム、NEC、電通Gとコラボ検討
地域通貨に関して勉強会予定： DP、NTTドコモへ日程打診（その他Pay系も参加予定）

札幌市（NEC主体）
デジタル法人（→江川の別事業体： デジタル法人研究会）

（余談：仙台市、富山市、福岡市、高松市、沖縄県も対象）

宝塚市
MaaS（豊能町視察済み）/DNPより
9月12日Meeting（DNPから他自治体展開含む）

CSPFC入会検討
NTT東西、NEC
→横展開WGの加速



予算関連

デジタル田園都市R5年度予算
9月29日 13:30～15:30 デジタル庁と豊能町のMeeting
内閣府地方創生推進室

10月4日 14:00～16:00 デジタル庁からデジ田交付金制度説明会
10月7日 14:00～16:00 デジタル庁からスタートアップ特化型説明会

R5年度予算

再度、予算についての考え方
OSPFでの江川の説明： 自治体負担をなくし、民間活動で維持できることを考える。

自治体の資産になるものは自治体とよく話をして予算を考える
豊能町：

予算を組む場合、小さい自治体では予算が厳しいため、既存事業に組み込めるかがポイント
そのためには原課対応サービス内容を良く理解し、サービスに寄り添わせる形が望ましい
新サービスは、既存サービスの予算を削る可能が高くなるため、付加価値が問われる

基本的に自治体が行うサービスは住民サービスで、住民が受益者となるので、可能な限り受益者負担になるよう
に事業を確立を考えてください。
（助成金は、事業立ち上げを支援する部分までなので、自走できるように工夫が必要です）



総務省
（令和4年度地域課題解決のためのスマートシティ推進事業に係る採択候補の決定）
大阪府
大阪府
大阪広域データ連携基盤（ORDEN）整備事業
（現在プロポーサル公募スタート：9月ぐらいから社会実装・実証→堺市中心）

採択：NTT西日本が採択→JP-LINK含めた連携協議9月初旬から→9月下旬NTT西と打ち合わせ
大阪府の総務省QA対応中
基本方針大阪府ORDENとCSPFCで読み合わせ済み

大阪府豊能町(光風台周辺地区等)
一般社団法人コンパクトスマートシティプラットフォーム協議会
9月初旬に発注進めますが、対応できてないものに関しては別途調整。
9月2週目： 不明なままであれば、当初お伝えした通り別会社と価格競争になりますします。（9月末までにはFIX）
＊真子事務局長が各社との調整中。各社ご対応お願い致します。

内閣府
未来技術社会実装事業 採択 →2か月に一度報告書作成が必要。。。（予算は有りませんが）
デジタル田園都市国家構想交付金

8月末までに豊能町とCSPFCで契約締結済み。各社との見積/契約CSPFC/OZ1で対応中。現在リーガルチェック中。
＊基本、実績清算払い（ベンチャーで資金繰りが厳しい場合は、個別で相談可能）

10月4日 R5年デジタル田園都市交付金説明

国土交通省（都市局）
「新モビリティサービス事業計画策定支援事業」へ採択 →交付決定待ち。

予算進捗



• 見積
• 委託契約書
• NDA（有無・期限確認）
• 外注執行体制図

など事務局から一式配布済み
CSPFCの事務局案内をよく確認ください。
事務局のリソース問題があるので、細かなサポートは難しいです。

＊契約書の説明補足
契約書の件名：総務省向けとデジ田向け
契約書のサービス維持期間： 3年デジ田、5年総務省

契約関連

一つの契約にまとめられませんでした。
国に出す資料で混在するとNG

（提出ができない）



見積/プロジェクト注意事項

• 100万円以上の内容は詳細が必要になります。
（人件費も同様：単価*時間

就労時間は管理し、場合により提出を求めます）
• 1式書きは認められません
• 予算は消費税込み
• 開発費は開発所有権（資産）はCSPFC（総務省）または豊能町のものになります
• 資産は3年または5年プロジェクトに合わせて
• プロジェクト期間中（3年/5年）はサービスが運用されていること。
運用停止する場合は返金を求めます。
サービスの内容が変更される場合は事前に連絡

• 翌年からの運用費：基本実装自治体負担（なので、しっかり自治体との連携）
8-9月は来年度予算のヒアリング

原課ヒアリングしますが、9月末までに来年度予算が組めていないものは継続不可能と判断しま
す。

契約不履行になる可能性が高いので、非常に注意！！！！！！！！！！！



9月10月にアンケート内容検討・構築（サービス内容＆満足度）

11月～12月 アンケート構築（自動集計検討）・第1回アンケート実施

1月～2月 第2回目アンケート実施

2月～3月 第3回目アンケート実施

１月～２月（ほぼ完成版に・CSPFCと各社調整）、3月 報告書作成（完成版）

アンケートのお願い

基本アンケートはGoogleアンケートをとよのんコンシェルジュにリンク
（現状アンケートリクエスト）
・モビリティ
・公園整備
・地域通貨
・見守り
・ヘルスケア

アンケートタイミングなど
とよのていねいさんと調整

デジ田含めてKPIでアンケートが記載されている分科会はアンケートお願いします。



https://www.sci-japan.or.jp/

https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/index.html

200問くらいを住民アンケートします。。。

アンケート： Liveable Well-Being City 指標とは

https://www.sci-japan.or.jp/
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/index.html


APIアクセスデータの自動集計は11月実装予定（JP-LINKの実装が一部発生）

APIカタログ：データ公開範囲（10月までにFIX）

11月から課金スタート。9月から課金テスト（総務省から厳しく指摘有り）

OZ1で基本作成：JP-LINKのライセンス

APIカタログ

4月から伝えてますが、総務省からの指定です。
もし対応が無理なら案件Give upしてください。

Give upはまだ間に合います！
この後は、実績報告評価のみです！



6月23日 分科会 提案書内容を各原課とすり合わせ（方向性の確認。スケジュール・KPIの設定の確認）
6月24日 総務省/国交省採択資料提出

7月6日 修正提案内容提出＆見積提出（事務局）
7月6日 総務省/国交省向け提案内容及び見積提出
7月7日～14日 予算割り振り内容確認（豊能町＆事務局）

入札・プロポーサル・随契を決定
7月7日～14日 総務省/国交省向け提案内容及び見積すり合わせ

随契のみ
7月21日 分科会提案書・見積最終FIX

7月29日 各原課と提案書 最終すり合わせ
8月1日 内示＆契約書
8月1日 調達申請及び委託申請書

11月 中間監査
12月 実装完了→フィールド検証
2月末 最終納品＆報告書
3月11日 CSPFCから各報告書を提出

全体スケジュール

色々な予算が同時並行で動くので、スケジュール要注意！！ アクションも色々あるので要注意！！

提案書は来年以降の費用も忘れず計算
デジ田3年/総務省5年事業継続必須

変更はOKだが、停止したら返金要求します！
予算重複はNG！
データ連携も必須！



今回、CSPFCとまちづくり創造課の了承が得られなかったサービスに関して
サービスの内容は、デジ田、総務省で記載されている内容

不採択になる予定が非常に高い

事務局が処理できないので



CSPFC事務局からの案内



豊能町定例会予定

２０２２年 ９月

1日 オンライン

８日 オンライン

15日 オンライン

22日 オンライン 総会

29日 現地 (役場本庁2階第1・2会議室)



スマートシティの取組みは豊能町とCSPFCとの連携協定をもとにおっこなっております。
今後月例で原課にも分科会参加を予定します。

・各原課とのMeeting希望時の流れ
企業→CSPFC事務局→まちづくり創造課→原課
（状況把握のため、できる限り事務局同席でお願いします。オンラインで繋ぐなど）

原課とのMeeting注意点
企業から直接のコスト提示/交渉を原課と調整は行わない。
交付金や助成金の割り当てがあるので、CSPFC事務局とまちづくり創造課で確認が必要

＊コスト提示を原課と企業単独で行うと割り当てができず、案件が止まります。
＊助成金の場合は、CSPFCが半額補填、国が半額補填しているので、割り当てができません。

CSPFCの補填は執行理事会および事務局での確認が入ります。
国からの予算（補填）：
・各省庁の基本方針に従う。（横展開向け、新規性追求、実装/実証など）
・予算の重複は、不可事項です。（予算の2重取りは禁止。場合により法的に裁かれます）
・条件成立しない場合は、補助額返還を求められます。

＊企業がCSPFCに半額補填してでも行う事業がある場合は別途相談ください。

原課とのMeeting運用



とよのていねいチラシ

以下のスケジュールや条件が必須となります。
ーーー
・豊能町全戸配布の場合：毎月20日に納品必須
・かならず前月の20日までに制作をご依頼ください
前月20日…発注
10日…デザインFIX /入稿
20日…西地区ポスティング手配完了／東地区に仕分け納品

※年末年始の場合は印刷所の兼ね合いでスケジュールが変わります。別途お問い合わせください
※上記のスケジュールよりお急ぎの場合は、別途特急料金（10万〜）がかかります。

1回 34万程度

デザイン作成、印刷、全戸配布、問い合わせ対応まで含む

発注する場合は、前月20日前までに事務局にご連絡ください。
事務局より一括して発注します。



分科会メンバーリスト

1. 見守り（NECネッツエスアイ） アイテック阪急阪神 ミマモルメ Otta

2. ヘルスケア（I＆H） Green Bioanalytics Maria スパーク Ｙ４ ウエルグループ イッツコム
ドコモ MOVETEX Nocode Japan アスコエ

3. 子育て（ＯＺ１）

4. 買物支援（三井住友） ビットキー

5. デジタル教育（ＯＺ１）NoCode Japan とよのていねい

6. 観光（おてつたび）ＯＺ１

7. 地域経済（Digital Platformer） とよのていねい NoCode Japan ドコモ

8. モビリティ（ドコモ）関西電力 SWAT Mobility OZ1 アイサンテクノロジー ネクスト・モビリティ イッツコム

9. インフラ（ＯＺ１）アンデコ

10. デジタル行政（電通国際）NECネッツエスアイ アスコエパートナーズ OZ1 セイコーソリューションズ NoCodeJapan

11. 防災（三井住友） イッツコム

12. セキュリティ委員会 トレンドマイクロ NECネッツエスアイ アクリート



分科会


